








要約:川崎病の血液検査所見についてはこれまでの研究で大部分が解明されている。しか

し,発病時の血液検査所見はこれまでほとんど検討されたことがない。今回,第 1病日と第

2 病日に血液検査を行った 15 例の川崎病を経験したので血液検査所見を検討した。検討

した血液検査所見は血液一般検査(白血球数,赤血球数など),急性炎症反応(赤沈・ CRP) ,

肝機能検査を中心とした血液生化学検査(AST, ALT など)の項目である。結果.川崎病発病

時の第 1病日と第 2病日の血液検査所見として強い急性炎症反応と肝機能異常が高頻度に

見られることが判明した。今回の検討結果は,川崎病の病態と治療の確立の大事な手掛か

りを与えるばかりでなく,原因究明の一助となることが期待される。今後,さらに症例を収

集して検討する必要がある。


